
 

 

 

 

 

関西大学・法政大学・明治大学（以下、3 大学）では、連携シンポジウム「ポストコロナの高等教育を  

見直す一助へ」を、3 月 4 日（土）に関西大学千里山キャンパスにて、ハイブリッド方式で開催します。 

 

 

本シンポジウムでは、まず 3 大学の総長・学長が登壇し、ポストコロナの高等教育の行く末について、

それぞれの大学の特色を踏まえながら、目指すべき姿と現状の課題などを示します。その後のディス   

カッション（トップ対談）では、次世代の教育における 3 大学連携の可能性にも言及しながら、大学が   

果たすべき役割などについて議論を深めます。 

■ 3 大学の連携活動の実績 

 3 大学はいずれも 1880 年代に創立され、法学教育をルーツとしています。2017 年の大学間連携協定の

締結以降、様々な連携・交流を深め、3 大学に影響を与えたフランス人法学者・ボアソナード博士にまつわ

る展示企画に始まり、単位互換連携（国内留学制度）、SDGs 推進活動、学生交流、図書館の相互利用等、

連携の幅は年々広がりを見せています。 

＜関西大学・法政大学・明治大学 3 大学連携シンポジウムの概要＞ 

【日  時】3月 4日（土） 13：00 ～ 15：00 

【実施方法】対  面：関西大学千里山キャンパス 尚文館マルチメディア AV大教室 

      オンライン：（YouTube ライブ配信）https://www.youtube.com/watch?v=eJPtL7GjZeA 

【プログラム】○講演１：廣瀬 克哉（法政大学 総長）／「ポストコロナに向けての≪実践知教育≫の展開」 

      ○講演２：大六野 耕作（明治大学 学長） 

           ／「自ら未来をデザインし、地図を描く力を涵養する明治大学の取り組み」 

      ○講演３：前田 裕（関西大学 学長）／「ポストコロナの『学の実化』と『総合知』」 

      ○3 大学トップによるディスカッション ／「ポストコロナの高等教育～3 大学連携の可能性」 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本件の取材をご希望の場合は、3月 3日（金） 正午までに以下までお問い合わせください。 

シンポジウム、大学間連携 2023 年 2 月 22 日／No.65 

 

・関西大学、法政大学、明治大学による連携シンポジウム 

・3 大学の総長・学長がポストコロナの高等教育のあるべき姿を語り合う 

・共通のルーツを持つ 3大学は、連携協定締結（2017 年）以降、多彩な連携・交流を展開 

 
本件の 

ポイント 
 

■ 「実践知教育の展開」「未来デザイン／地図を描く力」「学の実化／総合知」 ■ 

関西・法政・明治大学トップ対談シンポジウム 
～ポストコロナの高等教育を見直す一助へ～ 

【日 時】 3 月 4 日（土）13：00～15：00  【場 所】 関西大学千里山キャンパス（オンライン併用） 

（左から） 

法政大学：廣瀬総長 

明治大学：大六野学長 

関西大学：前田学長 

https://www.youtube.com/watch?v=eJPtL7GjZeA

